
FC-10 (11) 釜メンテナンス方法

釜を回転させてヒーターコントロールつまみをMAXにして
お湯又は水を何回かに分けて流し込みザラメを流し出す。

回転釜の中のザラメが無くなったらヒーターツマミをゼロ
に戻し釜を冷やす。

回転釜内部のコゲが残っている場合は下記のように
分解清掃してください。

釜を本体から取外して釜ネジを3本外し、フードを外す。

フードと金網を熱湯につけてコゲが柔らかくなったら
金ブラシでコゲを落とす。

【注意】ヒーター回転台は水に浸けないでください。
内部にサーモスタットが入っていますので
故障の原因になります。

ヒーター回転台の内部や外周のコゲを金ブラシで取り除く。

特に凸凹の凹の部分にコゲが残っていないか確認する。
凹の部分にコゲが固まっていると綿菓子が出てきません。
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